
【性能を計算&シュミレーション】テーマ 住宅設計の⾵と光の扱い⽅ 〜⼼地よさを⾒える化する、その先の豊かさへ〜

①「⼼地よさを⾒える化」 = 定量評価し、解りやすく視覚化する

・共通⾔語である数字を活⽤し誰もが理解しやすい物差しで語る

・結果の施主との共有化へと向かう

②「その先、豊かさへ」 = 数値化できない価値を追求する

・誰もが理解を出来るわけではないが、「ハマる⼈」には特別な価値を持つ

・「⽇々繰り替えす⽇常が特別になる住まい」へと向かう

→ 弊社Livearthリヴアースの事例を⾒ながら解説
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夕暮れ家／新築

「不採用になったの表紙掲載案」
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〜パッシブデザイン×⼿作り家具×暮らしと繋がる庭〜
・建築物省エネルギー性能表⽰制度（BELS）：最⾼等級認定済
・耐震性能：耐震等級3の最⼤1.96倍の耐震性能
・中地震時の安全性：許容応⼒度計算法により各部位毎に確認
・⼤地震時の安全性：保有⽔平耐⼒計算法により各階の地震せん断
⼒に対しての保有耐⼒を確認
・冬の断熱性能：省エネ等級4の1.85倍の断熱性能
・夏の⽇射遮蔽性能：省エネ等級4の2.5倍の⽇射遮蔽性能
・住宅性能表⽰制度：⻑期優良住宅認定済
・冬型結露対策済
・夏型内部結露対策済

『⼣暮れの家』

（ゆうぐれのいえ）

〜住宅密集地に
2階リビングという選択〜
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省エネルギー基準地域区分 6 温暖地域

年間⽇射地域区分 A3 年間⽇射量が中程度の地域

暖房期⽇射地域区分 H4 ⽇射量が多い地域
⽴地地域 都市型の⽴地

建築地：愛知県清須市桃栄

N

立地
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立地

敷地条件
・敷地の南西面に道路がある
・道路以外の3方は隣家が近接する36坪の狭小地
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立地

・2階の窓からは、五条川とその上空に広がる西の大空の風景を一望できる。
・周辺の家で2階リビングはない。以外と、この価値に誰も気づいていない。
・周辺の1階リビングの家は窓には昼間からカーテンが閉まっている。
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立地

道路は南面より西側に62度ふっている。
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日影シュミレーションによる配置検討
（4時間以上日影になる部分を表示）
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太陽の軌跡
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日影シュミレーション 4時間以上

12月・敷地の水平投影面70%程が4時間以上影になる
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日影シュミレーション 4時間以上

1月・敷地の水平投影面70%程が4時間以上影になる
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日影シュミレーション 4時間以上

2月・敷地の水平投影面60%程が4時間以上影になる
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日影シュミレーション 4時間以上

8月・敷地の水平投影面65%程が4時間以上影になる

copyright © 株式会社⼤橋利紀 建築設計室／Livearthリヴアース



配置計画・方針

【敷地条件】
・狭小地のため、敷地全体に建物を配置する必要がある。

→真南に建物を向けるのは難しい。
・2階高さでの絶景が道路越しの堤防の向こうに存在。

【方針】
・道路と並行に配置し、南西側の絶景を2階の窓から眺める2階リビングを採用。
・夏の西日対策を特に窓に対して行う。
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軒の出1200強+5寸勾配：
「夏場の日射熱対策」∩「冬の日射熱取得」∩ 「小屋裏活用」
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1階平面図
日射取得と風景を楽しむ窓 風を抜くための窓

copyright © 株式会社⼤橋利紀 建築設計室／Livearthリヴアース



日射取得と風景を楽しむ窓 風を抜くための窓
2階平面図
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完成写真
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外観
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2000年に床上浸⽔した地域で基礎⾼さを1メートルに設定。
⾼基礎は外観のバランスが悪くなりがちのため
基礎の⾜元を植栽や階段などで⾼さ調整し緩やかにアプローチできるように⼯夫しました。
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外観 階⾼を低く抑えると佇まい(たたずまい)が美しくなる。
基礎⾼さを1mにしても周辺の家よりも低い。道からの視点では太陽光は⾒えない。（撮影は道より4m⾼い）
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アプローチ
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玄関ポーチ
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玄関ホール
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階段 冷気留め
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スタディコーナー・キッチン
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スタディコーナー・ダイニング
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ダイニング
copyright © 株式会社⼤橋利紀 建築設計室／Livearthリヴアース



ダイニング
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ダイニング
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リビング
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リビング
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リビングとバルコニー
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構造
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耐⼒壁

耐震等級3 の1.49倍の壁量（準耐⼒壁含まず）
許容応⼒度計算済

Livearth標準︓耐震等級3 の1.3倍の壁量（準耐⼒壁含まず）+許容応⼒度計算
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床倍率 X軸

構造に関しては余⼒をいかに持たせるかが重要。
耐震等級3 の必要倍率の4倍

copyright © 株式会社⼤橋利紀 建築設計室／Livearthリヴアース



床倍率 Y軸
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空気・光環境
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入口：西面に大開口 → 出口：小窓を分散配置

通⾵シミュレーション
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タスクの発生する部分（スタディコーナー、ダイニング、キッチンのシンク側）は、
読書出来る程度の照度を確保。

照度シミュレーション
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⽇当たりシミュレーション 夏

「日射熱取得 ∩日射遮蔽 ∩西の眺望」の多元的解決

夏と冬のシミュレーション比較により、表現。

copyright © 株式会社⼤橋利紀 建築設計室／Livearthリヴアース



⽇当たりシミュレーション 夏

窓①
窓②

窓③

8/22 13：00 (13:00以前は日射なし)

西面の窓からの日射熱

・窓①：なし

・窓②：なし

・窓③：なし

屋根勾配：5寸
庇の出：1200

窓①
窓②

窓③
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⽇当たりシミュレーション 夏

窓①
窓②

窓③

8/22 14：00

西面の窓からの日射熱

・窓①：なし

・窓②：なし

・窓③：なし
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⽇当たりシミュレーション 夏

8/22 15：00

西面の窓からの日射熱：

・窓①：下部25％程

・窓②：なし

・窓③：なし

窓①
窓②

窓③
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⽇当たりシミュレーション 夏

窓①
窓②

窓③

8/22 16：00

西面の窓からの日射熱：

・窓①：下部60％程

・窓②：下部30％程

・窓③：下部30％程
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⽇当たりシミュレーション 夏

窓①
窓②

窓③

8/22 17：00

西面の窓からの日射熱：

・窓①：下部70％程

・窓②：下部40％程

・窓③：下部40％程
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⽇当たりシミュレーション 夏

窓①
窓②

窓③

8/22 18：00

西面の窓からの日射熱

・窓①：なし （日の入り）

・窓②：なし （日の入り）

・窓③：なし （日の入り）
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⽇当たりシミュレーション 冬

窓①
窓②

窓③

12/22 12：00 （12：00以前は日射なし）

西面の窓からの日射熱

・窓①：下部15%程

・窓②：なし

・窓③：30％程

屋根勾配：5寸
庇の出：1200

→夏場より2時間ほど早く日射取得開始
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⽇当たりシミュレーション 冬

窓①
窓②

窓③

12/22 13：00

西面の窓からの日射熱

・窓①：下部40%程

・窓②：下部20%程

・窓③：下部15%程
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⽇当たりシミュレーション 冬

窓①
窓②

窓③

12/22 14：00

西面の窓からの日射熱

・窓①：下部60％程

・窓②：下部40％程

・窓③：下部40％程
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⽇当たりシミュレーション 冬

12/22 15：00

西面の窓からの日射熱：

・窓①：下部80％程

・窓②：下部50％程

・窓③：下部50％程

窓①
窓②

窓③
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⽇当たりシミュレーション 冬

窓①
窓②

窓③

12/22 16：00

西面の窓からの日射熱：

・窓①：下部70％程

・窓②：下部50％程

・窓③：下部50％程
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⽇当たりシミュレーション 冬

窓①
窓②

窓③

12/22 17：00

西面の窓からの日射熱

・窓①：なし （日の入り）

・窓②：なし （日の入り）

・窓③：なし （日の入り）
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庇と格子網戸、ブラインド、Low-Eガラスの活用で、夏の日射熱取得量をコントロール。

西面の日射熱取得量累計 ：夏場＜冬場

⽇射熱取得 シミュレーション 夏・冬⽐較
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温熱環境
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室温分布（自然室温）

→南面していないこともあり、自然室温のみでは夏冬共に快適領域で暮らすのは難しい。（暖冷房前提）
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室温分布（自然室温）

→LDKは99％以上の期間で健康温度域
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暖房負荷

適切な暖房計画を行った場合の暖房負荷
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冷房負荷

適切な冷房計画を行った場合の暖房負荷
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年間暖冷房費

暖冷房費の合計：約55000円／年
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一次エネルギー消費量
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エネルギー削減率
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⽬指したのは、意匠と性能の両⽴

そして、その先にある「豊かさ」を求めて。

Before
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